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藁インドの不面議亀舞

　国際親善の一貫として、8月7日・クロス10で“東

インド仮面舞踊公演。が開催され、約400人が、このき

らびやかな舞に見入りました。また、同会場での「国際

交流・文化スポーッ基金」の募金呼びかけに、45，142

円が寄せられました。
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十日町実業高綾野球部準優勝

こ
こ
で
も
豪
雪
を
克
服

　
去
る
七
目
二
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
第
六
十
六
回
全
国

高
校
野
球
選
手
権
新
潟
県
大
会
」
で
、
十
日
町
実
業
高
校
が

輝
く
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
例
年
夏
の
こ
の
時
期
を
一
色
に
彩
る
甲
子
園
大
会
　
　
。

残
念
な
が
ら
あ
と
一
歩
で
甲
子
園
へ
の
キ
ッ
ブ
は
逃
し
た
も

の
の
￥
市
内
の
高
校
と
し
て
初
め
て
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
ま

で
進
出
し
た
十
実
高
の
活
躍
に
、
市
民
は
熱
烈
な
拍
手
を
お

く
り
．
さ
わ
や
か
な
風
が
街
中
を
か
け
ぬ
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
い
う
の
も
＼
五
九
豪
雪
の
た
め
．
士
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
練
習
を
は
じ
め
た
の
が
五
月
下
旬
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
を
負
い
な
が
ら
＼
見
事
に
こ
れ
を
克
服
し
て
快
挙
を

な
し
と
げ
た
か
ら
で
す
。
雪
国
の
ね
ば
り
強
さ
と
努
力
を
持

つ
て
す
れ
ば
甲
子
園
も
夢
で
な
い
　
　
ど
の
競
技
に
も
通
じ

る
こ
の
こ
と
を
実
証
し
．
ま
た
市
民
に
活
気
を
も
た
ら
し
て

く
れ
た
彼
等
に
￥
再
度
拍
手
を
お
く
り
た
い
も
の
で
す
。

．
騨
驚

▲表彰式でメダルを受ける十実高メンバー

▲けん命に応援する十実女子生徒

準
優
勝
を
ス
テ
ッ
プ
に

犠

十日町実業高校

　校長
田中泰治さん

　
　
　
　
多
勢
の
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ

雛
雛
ん
で
準
優
勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し

　
　
　
　
た
。
十
日
町
実
業
高
校
（
学
校
・
後

　
　
　
　
明
る
い
会
話
と
夢
を

　
　
　
　
も
た
ら
し
た
十
実
高

　
1
決
勝
戦
1

　
　
　
　
　
　
　
　

応
援
団
は
00
人
近
く
に

　
　
　
　
　
　
　
2

　
十
実
高
ナ
イ
ン
は
、
投
手
の
福
原
く
ん
、

中
堅
の
長
津
く
ん
が
二
年
生
で
、
他
の
七
人

は
三
年
生
。
七
回
戦
っ
て
総
得
点
が
四
十
三

点
と
打
撃
の
チ
ー
ム
で
す
。

　
特
に
苦
し
か
っ
た
の
が
二
回
戦
の
対
・
新

潟
第
一
戦
。
　
一
回
に
七
点
の
ハ
ン
デ
ィ
を
負

い
、
ど
う
な
る
の
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

じ
わ
じ
わ
反
撃
し
て
、
延
長
十
四
回
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
を
お
さ
め
ま
し
た
。
こ
れ
で
波
に
の

り
、
実
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
決
勝
戦
へ
と

進
出
、
新
潟
南
を
相
手
に
健
闘
し
ま
し
た
が
、

打
線
が
完
全
に
抑
え
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
0

－
8
で
敗
れ
ま
し
た
。

　
準
々
決
勝
か
ら
会
場
が
新
潟
市
の
鳥
屋
野

球
場
に
移
り
、
学
校
生
徒
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

さ
ら
に
は
一
般
市
民
も
加
わ
り
、
十
日
町
か

ら
の
応
援
団
が
大
挙
繰
り
だ
し
ま
し
た
。
準

決
勝
、
決
勝
へ
と
進
む
た
び
に
応
援
団
は
ふ

く
ら
み
を
み
せ
、
決
勝
戦
へ
は
バ
ス
十
二
台

な
ど
で
二
、
○
○
○
人
が
か
け
つ
け
ま
し
た
。

援
会
・
同
窓
会
・
P
T
A
・
野
球
部

後
援
会
）
と
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
校
は
職
業
高
校
な
の
で
、
ク
ラ

ブ
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

の
び
の
び
と
普
段
の
力
を
出
し
て
く

れ
て
、
生
徒
、
他
の
ク
ラ
ブ
に
も
良

い
影
響
が
で
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
学
校
施
設
整
備
完
成
の
年

に
あ
た
り
、
記
念
と
な
る
快
挙
で
す
。

　応援団長
上西囹武さん

　
十
実
、
十
高
あ
わ
せ
て
八
回
応
援

に
で
か
け
ま
し
た
。
準
々
決
勝
か
ら

応
援
団
が
で
き
、
急
き
ょ
応
援
団
長

に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
決
勝
ま
で
、

応
援
団
も
選
手
と
同
様
に
気
持
ち
が

激
励
報
告
会
に
00
人
の
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
決
勝
戦
か
ら
帰
っ
た
十
実
野
球
部

を
、
市
役
所
前
で
千
人
の
市
民
が
出

迎
え
、
さ
か
ん
な
拍
手
に
包
ま
れ
て

激
励
報
告
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
森
監
督
か
ら
戦
積
の
発
表
・
メ
ン

バ
ー
の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
あ
い
さ

つ
に
た
っ
た
諸
里
市
長
は
、
　
「
戦
後

二
番
目
の
豪
雪
の
下
、
わ
ず
か
二
ヵ

月
間
で
よ
く
鍛
練
し
準
優
勝
し
た
こ

と
は
、
優
勝
に
も
勝
る
も
の
だ
。
市

制
三
十
周
年
の
記
念
の
年
に
花
を
添

え
、
歴
史
の
一
ぺ
ー
ジ
を
築
い
て
く

れ
た
」
と
健
闘
を
讃
え
ま
し
た
。

高
ま
り
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
応
援

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
二
回
戦
で
、
私
が
か
け
つ
け
た
時

は
七
点
先
攻
さ
れ
て
い
て
、
父
兄
も

声
が
で
な
い
状
況
で
し
た
が
、
必
ず

逆
転
し
て
く
れ
る
か
ら
と
必
死
で
応

援
を
し
た
結
果
、
本
当
に
そ
の
通
り

に
な
り
、
応
援
者
と
し
て
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
最
近
街
を
歩
く
と
、

知
ら
な
い
人
か
ら
握
手
を
求
め
ら
れ
、

十
実
が
街
全
体
に
活
気
と
夢
を
き
り

ひ
ら
い
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

0
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あ
φ
穣
鎌森正樹監督

　
大
会
前
か
ら
ベ
ス
ト
8
の
力
は
あ

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
一
つ
勝
ち
、

二
つ
勝
っ
て
い
る
う
ち
に
ム
ー
ド
が

高
ま
り
、
チ
ー
ム
の
輪
が
強
ま
っ
て

こ
こ
ま
で
き
た
。
よ
く
ぞ
準
優
勝
し

て
く
れ
た
と
い
う
気
持
だ
。
高
校
時

代
は
、
技
術
が
一
番
伸
び
る
時
期
な

の
で
、
い
く
ら
へ
た
で
も
努
力
す
れ

ば
成
果
が
で
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
生

徒
は
、
三
年
間
を
し
め
く
く
っ
て
自

信
を
つ
け
て
く
れ
た
と
思
う
。　投手

福原康人
（十日町中）

　
み
ん
な
】
生
け
ん
命
や
っ
た
の
で

く
い
は
な
い
。
柏
崎
戦
で
の
コ
ー
ル

ド
に
な
る
二
塁
打
と
、
ピ
ツ
チ
ン
グ

で
は
、
大
会
を
通
じ
て
本
調
子
で
な

か
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。

羅

　
男
）

手
富
中

　
　
沢

補
沢
水

　
古
（

　
目
標
の
ベ
ス
ト
8
以
上
で
満
足
。

新
発
田
南
戦
で
、
四
回
ま
で
ノ
ー
ヒ

ッ
ト
だ
っ
た
が
、
五
回
に
自
分
が
ヒ

ッ
ト
を
打
っ
て
同
点
に
し
た
こ
と
が

印
象
に
残
る
。

1回戦か5訣勝まで一戦累を轟り返，で

裟鍵灘。盤戴．欝麟鞭雛
柏崎常盤 003 000 000 3
十日町実 500 200 00× 7

（延長14回）

●1回裏、

回にも2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塁
保
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
佃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
（

　
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
準
優
勝
は

と
て
も
う
れ
し
い
。
二
回
戦
で
、
七

点
先
制
さ
れ
た
が
、
自
分
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
な
ど
で
逆
転
勝
ち
し
た
こ
と
が

印
象
に
残
る
。

灘、

、
．

●1回表、無安打で7点をゆるしたが、本塁打な

　どで反撃。14回に二塁打でサヨナラ勝ち。

▲準々決勝：7回追加点の場面

鰯講

韓

麟
灘

灘　灘
§

■

十日町実 120 002 002 7
新発田中央 000 001 004 5

議

葱
欝
．

●12安打をはなち、小刻みに7得点を記録。

終回の追撃を4点に抑えて逃げ切ケ）。

　二　塁

湯沢敏行
（十日町中）

　
高
校
野
球
は
、
他
校
と
の
関
係
が

こ
れ
ほ
ど
深
い
も
の
だ
と
は
思
っ
て

み
な
か
っ
た
。
新
潟
第
一
戦
で
、
サ

ヨ
ナ
ラ
ニ
塁
打
を
打
っ
た
こ
と
が
印

象
に
残
る
。

「r監

．
瓢
欝
一
凄■

ず
㌧ 一△』で讐
：2回、3点目の左前打

鱈覇ゆ
　　　‘嵯・
　　　，　　　　　　ヂ］
　　　　　　　■
　　　　　　　一

　　　▲準決勝
々決勝

日町実10001

十日町実 020 000 101 4
加茂農林 000 100 101 3

置
．

曲
　
　
　
　
ド

●2回に長短3安打で2点を先取。その後常

　に先手をとって1点差勝ち。初のベスト8

進出。

十日町実 000 030 301 7
新発田南 100 000 000 1
●1点を先行されたものの、5回初安打をきっカ

　けに3点を取り逆転。その後は実業ぺ一ス。

璽●
量

（7回コールドゲーム）勝決準
柏

■

柏　　崎 000　012　0 3
十日町実 070　000　3× 10

　●2回裏、敵失・四球・長短打で一拳7、点をあげ

　　7回にも3点を加えてコールド勝ち．

■決勝
十日町実10001000100010十日町実 000 000 000 0
新潟南 012 003 20× 8

●
羅
轟

●
霞
瀞

　
　
、
盛
』
匪
臥
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塁
和
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
什

　
青
春
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
、
本
当

に
野
球
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
。

エ
ラ
ー
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
柏
崎

戦
で
走
者
一
掃
の
二
塁
打
を
打
っ
た

こ
と
を
ま
ず
最
初
に
思
い
だ
す
。

鐵蟹
型
縄

響
無
　　　　　　　▲決勝：ベンチ前でミーティング

〈写真提供：新潟日報社〉
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撃
博
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
藤
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
鷺
　
　
　
佐
（

　
決
勝
ま
で
い
け
て
う
れ
し
く
、
ま

た
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
新
発
田
中
央

戦
で
、
三
遊
間
に
き
た
む
ず
か
し
い

打
球
を
取
っ
て
ア
ウ
ト
に
し
た
こ
と

が
印
象
に
残
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欠
正
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
津
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
（

　
ぜ
ひ
試
合
に
で
た
か
っ
た
。
二
回

戦
で
七
点
先
取
さ
れ
た
が
、
ベ
ン
チ

の
中
は
、
点
を
と
ら
れ
て
も
、
と
り

か
え
せ
る
と
い
う
ム
ー
ド
が
た
だ
よ

っ
て
い
た
。

幸
刺

翼
敏
南

　
5
町

右
音
日

　
艮
十

　
日
月
（

　
戦
い
お
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
の
が

実
感
。
加
茂
農
林
戦
で
、
二
回
に
先

制
の
二
塁
打
を
打
っ
た
こ
と
と
、
決

勝
戦
の
あ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
周
し
、

こ
れ
で
終
わ
っ
た
と
ジ
ー
ン
と
き
た

こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
る
。

　
宏
ー

　
　
中

堅
　
南

　
　
町

中
津
日

長
什

　
こ
こ
ま
で
勝
て
た
こ
と
が
信
じ
ら

れ
な
い
。
普
段
、
お
も
い
き
っ
た
プ

レ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
新
発
田

南
戦
で
む
ず
か
し
い
ラ
イ
ナ
ー
に
、

思
い
き
っ
て
と
び
つ
い
て
取
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
沢
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
（

　
決
勝
で
敗
れ
た
け
れ
ど
、
と
て
も

さ
っ
ぱ
り
し
た
気
持
。
準
々
決
勝
の

新
発
田
南
戦
で
、
五
回
、
逆
転
の
ホ

ー
ム
ベ
ー
ス
を
踏
ん
だ
こ
と
が
印
象

に
残
る
。

ユ丁
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鰯
欝

　　第10回記念大会

翻魑茎孟ルケ

マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

脚
ま
し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

勉
　
60
㎞
、
30
㎞
、
2
0
㎞
、
の
コ
ー
ス
で
、
参
加
％

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

崩
者
数
は
三
、
八
三
三
人
、
う
ち
完
歩
者
は
三
、
鵬

脚
一
茎
人
．
最
後
の
完
奢
は
、
五
旱
後
三
襯

％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

晶
時
五
分
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
鋤

▲クロス10駐車場に集まった人、人、…

▲選手宣誓をした金崎信行君（中央、西浦東）。

　親子そろって、5回目の出場

▲スタート直後の本町通り。まだまだ元気！

レ
30
キ
ロ
コ
ー
ス
の
ゴ
ー
ル
・
栄
村
役
場
前
・

▲　　　、
　西大滝ダムの休憩所にて
▼　　（大会をささえる人たち）

　　　　　”騰・　　　　　　　　翻國

蝶
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嚢

漢曝醸妻
ー
萎
叢

，
，
馨
襲
蝶

　
　
　
鰹

　
　
　
雛

　　　　　蓼　　　題　懲騨

▲戸狩6時41分発長野行きの飯山線1番列車が通りすぎます。

▲ゆとりの歩きは、柳好雄さん（稲荷町

　4）。「少年野球の関係で今まで出られ

　　　ませんでした」初出場とは思えぬ

　　　歩きっぷり。

、
響
葬

▲朝もやの中　ただ無心に…

〈
「
や
っ
た
ネ
！
」
笑
顔
の
ゴ
ー
ル
イ
ン

鶏．

▲20キロコースの人たちも加わって…。

十日町越後田沢津南森宮野原桑名ハ1

響萎1

禰

難
襲
㎜
．

　
　
螺

　
　
難

　
　
　
繋

飯山替佐長野

　
て剰

　
　
～

確
講
藷

胤
　
　
～

お
　
十
日
町
市
、
野
沢
温
泉
村

な
ど
、
飯
山
線
沿
線
九
ヵ
市

町
村
で
組
織
す
る
、
飯
山
線
沿
線
観

光
連
盟
と
長
野
鉄
道
管
理
局
の
共
同

主
催
．
飯
山
線
四
十
周
年
記
念
号
・

母
と
子
の
飯
山
線
の
旅
”
の
一
行
、

一
七
〇
名
が
、
七
月
二
十
九
日
（
日
）

に
十
日
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
飯
山
線
の
輸
送
増
強
と

沿
線
の
観
光
名
所
を
P
R
し
よ
う
と

今
年
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
が
、

前
評
判
よ
く
募
集
後
た
だ
ち
に
満
員

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

霧

十日町はこんな街です（博物館）

みなさんようこそ十日町へ

　
当
日
、
午
前
六
時
三
十
三
分
長
野

駅
発
。
金
モ
ー
ル
で
飾
り
つ
け
ら
れ

た
列
車
内
で
は
、
落
語
家
金
原
亭
馬

治
さ
ん
の
司
会
で
、
飯
山
線
や
沿
線

市
町
村
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
、
の
ど

自
慢
大
会
。
か
ぶ
と
虫
や
観
光
土
産

品
等
、
着
駅
ご
と
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
子
ど
も
た
ち
は
ビ
ッ
ク
リ
。

　
午
前
十
時
十
四
分
十
日
町
駅
着
。

市
舞
踊
協
会
の
十
日
町
小
唄
の
歓
迎
、

冷
た
い
麦
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、

博
物
館
見
学
。
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
飯

山
線
の
歌
の
発
表
会
、
買
物
を
楽
し

み
、
午
後
一
時
十
分
発
で
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　
三
時
間
弱
と
短
い
滞
在
で
し
た
が
、

大
半
が
初
め
て
の
人
た
ち
。
　
「
博
物

館
で
織
物
の
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
」
　
「
街
並
が
き
れ
い
」
　
「
こ
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
建
物
（
ク
・
ス
ー
0
）

が
あ
る
な
ん
て
」
　
「
雪
ま
つ
り
に
は

ぜ
ひ
来
た
い
」
と
十
日
町
を
満
喫
。

　
大
成
功
の
飯
山
線
の
旅
で
し
た
。

7
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市制施行30周年記念重点事業

／！
●

　
　
　
●

ベン云A
心し口の

畢ヨ

　市制施行30周年記念の重点事業「全国雪シン

ポジウム」「克雪利雪技術対策全国博覧会」は、

10月の実施段階にむけて、着々と準備が進んで

います。この雪の総合イベントは、シンポと博

覧会が連動するという全国的にも初めてのもの

です。ひとりひとりの参加が、成功へのカギと

もいえます。ぜひご理解とご協力を。

げ　　　　　　ア　　　　　　　　　　な

鋸雪翻豊難策

技術全国博覧会

10／24．25．26．27．28〈5日間＞

　　於：クロス10周辺

尊善纏膿讐

雪の博物館

∠十日町市博物館
　　　　（西本町2丁目）

警雪と織物と信濃川。ノ

雄鵜参麗鍵灘・．

諺克雪フェア

10／24．25．26．27．28〈5日間＞

“市民の克雪意識の

㌧　高揚めざして、ノ

国鉄畢認㌫車展示

10／24．25．26．27．28〈5日間＞

　　於：十日町駅構内

“日本一の豪雪地帯の鉄路
＼をまもる機器の展示、ノ

，，講　藤

雪シンポジウム

10／25・26〈2日間〉

　　於：クロス10

“新しい時代の豪雪対策

　をいかに進めるか“

　　態蓬灘一羅棚

　雪国の情報システム

　10／24，25．26．27．28〈5日間＞

　　於：クロス10
　　　展示ホール

（提案とパネルディスカッション）

座　長　牡）北陸建設弘済会専務理事

　　　　　　　　　　　　　　土屋雷蔵
《PARTVI　10月26日PM3：30～4：00》

豪雪地帯のあすをき穿）開く

　アピール宣言採択

　　アピール宣言　十日町市長　諸里正典

　　閉会あいさつ

一雷シンポ事務局一
十日購甫捜漸盤階　小会議室

　　蝿籍3搬㊨2＄3・2＄4
丁建難o騨＿鍵囎（夜闘〉

　　司会　新潟大学教授　　　　中俣三郎

　　　　　前新潟県土木部技監　天城幹郎

　　　　　新潟大学教授　　　　鈴木　哲

　　発表　自治体等事業実施推進担当者

《PARTIII　10月25日PM6：00～7：30》

レセプション（立食パーティー）

《PARTIV　10月26日AM10：00～12：00》

基調講演（1）豪雪対策と克雪用水確保

　　　　　　前国土庁水資源局長堀　和夫

基調講演（2）雪に強い地域づくりの将来展望

　　　　　　前建設省道路局

　　　　　　道路防災対策室長　和田　惇

《PART　V　　10月26日PM1：00～3：30》

豪雪対策の事業化をいかに進めるか

《PART　I　10月25日PM1：00～2：30》

主催者あいさつ　十日町市長　　諸里正典

　　　　　　　　新潟県知事　　君　健男

来賓あいさつ　　国土庁長官　稲村佐近四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　他
特別講演　　　　「60年代の豪雪対策の課題」

　衆議院議員

　国土審議会豪雪地帯対策特別委員会委員

　特別豪雪地帯振興議員連盟副会長（超党派）

　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　隆

　《PART　II　10月25日PM2：30～5：50》

克雪対策技術交流

動

駕磨
鴉
り

試

籔

シリーズ

　Nα5

雪
の
博
覧
会
に

　
　
地
元
の
技
術
を
出
展

「
雪
が
な
け
れ
ば
正
月
な
し
…
…
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
十
日
町
は

雪
あ
っ
て
の
ふ
る
さ
と
一
　
暑
い
夏

に
も
．
雪
”
の
こ
と
を
い
つ
も
考
え

て
い
ま
す
。
「
雪
と
の
闘
い
が
あ
り
、

必
死
に
闘
い
な
が
ら
雪
と
親
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
一

　
雪
へ
の
構
想
を
抱
く
と
き
に
、
合

理
的
、
効
率
的
な
雪
処
理
方
法
を
考

え
続
け
、
二
～
三
年
前
に
開
発
し
た

の
が
「
ホ
ー
ム
ロ
ー
タ
リ
ー
」
と
「
ス

ノ
ー
コ
ン
ベ
ァ
」
で
す
。
前
者
は
、

社
員
の
須
藤
さ
ん
の
発
想
で
、
コ
ス

ト
が
低
い
、
扱
い
や
す
い
の
二
点
が今年から販売開始される寒ホームロータリー。

十
日
町
機
械
工
業
㈱

社
長
星
名
甲
子
郎
さ
ん

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
例
え
ば
流
雪
溝

へ
の
投
雪
や
家
の
ま
わ
り
の
除
排
雪

に
最
適
と
太
鼓
判
を
押
し
て
い
ま
す
。

重
量
も
十
四
㎏
と
軽
く
、
動
力
は
、

エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー
タ
ー
と
二
種
類
あ

っ
て
、
価
格
も
十
万
円
以
下
に
と
現

在
は
検
討
中
で
す
。

　
後
者
の
「
ス
ノ
ー
コ
ン
ベ
ア
」
は
、

雪
の
水
平
移
動
し
か
で
き
な
か
っ
た

雪
ド
ヨ
に
星
名
さ
ん
自
身
が
発
想
を

加
え
、
最
大
傾
斜
三
十
度
の
角
度
に

雪
の
移
動
を
さ
せ
ら
れ
る
も
の
。
　
一

機
五
m
の
も
の
で
何
機
も
の
連
結
が

で
き
、
例
え
ば
、
流
雪
溝
に
関
し
て

も
人
力
の
省
力
化
が
図
ら
れ
る
も
の

と
L
て
、
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
雪
国
自
ら
生
ま

れ
た
克
雪
の
技
術
は
、
今
秋
の
技
術

博
覧
会
（
1
0
月
鍛
日
～
認
日
〉
に
地
元

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
雪
対
策
の
諸
問
題
を
語
り
な

が
ら
、
「
十
日
町
市
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
〃

そ
し
て
、
そ
れ
が
必
ず
、
地
域
や
市
民

に
と
っ
て
何
か
を
残
す
よ
う
な
．
も
の
，

と
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。



G吟

　
　
　
●

、
●

　
十
日
町
商
工
会
議
所
商
業
部
会
の
主
催
に
よ
り
、
こ
と
し
は
じ
め
て
企
画
さ

れ
た
「
さ
っ
て
も
商
業
祭
」
が
、
八
月
五
日
・
ク
ロ
ス
ー
0
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

好
天
の
も
と
、
親
子
づ
れ
な
ど
で
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
商
店
街
自
ら
が
祭
り
を
創
り
、
そ
の
祭
り
を
一
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
消
費
者
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
も
り
あ
げ
て
い
こ

う
と
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
会
場
に
は
、
各
商
店
街
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

模
疑
店
が
並
び
、
メ
ー
ン
行
事
で
あ
る
福
引
を
は
じ
め
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

数
々
が
操
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
速
交
通
体
系
の
完
備
・
北
越
北
線
の
進
渉
な
ど
で
買
物
環
境
が
変
化
す
る

中
、
こ
の
ま
つ
り
を
起
爆
と
し
た
商
店
街
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

響

現・前ミス雪まつりによる大売出し

抽選会。総額200万円相当の景品が当

たるため、会場前は黒山の人だかり。

特賞の軽乗用車は、北原の小泉さん

の手に　　。

　　　　難
麟姦

タ、

名物！？サッテモまんじゅう登場

バナナのたたき売りも。

サファリペットに乗ってのっしのっし

ナ

扇踊会のかわいいお嬢さん方に
よる“さくさ・さくら、

雪シンポ・技博に向けて

克雪コーナー
ミニS　L・クロス10を行く

－『一’丁



一　　　　一一 1『『　T『　ユ「
一㎝一一環

召和59年8月10日

改築なった吉田中グラウンドでの地区民運動会

58年度に実施した主な事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

幽総務費

大井田コミュニティセンター建設工事…一……一7，158

東部会館建設工事一一…………一一一一………一一一一一3，031

バイタリティ事業（東下組運動広場・神明公園）3，354

克雪生活圏整備事業一一一一…一一一一一…一一……一一一5，090

囹民生費

慈光保育園新設補助金一………一一一一一……一…1，500

囹衛生費

人工透析施設設置負担金一一一一…一一一一一一一一…1，490

十日町ラジオ放送局設置電波障害防止補助金…4，000

囹労働費

高等職業訓練校建設工事……一……一…一……一一一9，934

、
．（

ぺ贈》
　』》〆
　　　〆
　　棚ワ●　一　　噺も
　ヂ’　　、

《平｝
　》ひ！
　、幅詔ノ

　！1禽＼

♂請第
、藍ンノ

　リ　　　　　 ず

》
　
　
ヤ
ノ

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
決
算
（
見
込
み
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八

年
度
は
、
ひ
き
続
き
厳
し
い
経
済
状
勢
の
中
で
、
教
育
・
道
路
お
よ
び
流
雪
溝
．

地
場
産
業
の
安
定
・
社
会
福
祉
の
充
実
を
柱
に
積
極
的
に
事
業
を
進
め
た
結
果
、

一
般
会
計
で
は
一
二
〇
億
円
を
超
え
る
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

地方交付税
30億3799万円
　　25．3％

歳入
20億
1440万円

　
円

入
o
o
％

　
　
ヨ

収
欄
抵

諸
侶

　
円

税
万

　
馴
％

　
”
㊨

市
億
笈

　
”

㎜
億
円
を
超
え
る
決
算

　
円

金
万

出
舗
％

面

ノ寧桟

の状況

　
一
〇

魅

識土木債
38イ意8879

　　万円
44．8％

総務債1億71。6万円市債σ

驚講＼・窪他
　　マ　　　ヤ2．4％　念蝿3653
2・6％午愚’蟻覗％

　　　　　舗譲δ

　　辺地債　　　づ’ぢ

　　6億10磐翻　　借入総額

　　　　　　　　　　86イ意8874

　　　　　　　　　　　万円　、

婁
歳
　
　
入
馨

■
当
初
予
算
一
一
〇
億
二
、
二
〇

〇
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
五

十
八
年
度
の
一
般
会
計
は
、
補
正

を
行
い
、
最
終
的
に
歳
入
は
一
二

〇
億
一
、
四
四
〇
万
円
の
決
算
に

な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
、
前

年
度
に
比
較
し
て
二
二
．
八
％
の

伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
因
は
、
、
諸
収
入
に
お
い

て
、
北
越
北
線
建
設
工
事
に
伴
う

渇
水
工
事
補
償
料
約
八
億
円
が
増

加
し
た
こ
と
が
大
き
く
、
地
方
交

付
税
は
四
・
○
％
、
市
税
は
五
・

七
％
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。

市税の状況

　
円

　
万
％

　
71
の

債
7
0
31

育
億

教
2
7

∂9　q鰯ひ　．f　　g　～い’、9　・　P，押　ρも　’～　9σ プ　ー6　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　掌そ　の　他　1億1665万円　4．3％

電　気　税　1億3453万円　5．O％　　競

引　　たばこ消費税　1億6358万円　6。0％
マ審

固定資産税

9億6949万円
　　35．8％

2
接
i

ii

喪
謎望・

　ご5

市　民　税

13億2726万円

　　48．9％

銚
．

糧
謝
嫡
。
謹



昭和59年8月10日とおガ夢当（9）

囹農林水産業費　　　　　（単位：万円）

県農林水産業総合振興事業補助金2，904

市単土地改良事業補助金一一一一一一一1，999

北越北線渇水対策事業…一一……一一43，478

森林公園キャンプ場造成工事………660

農村地域定住促進対策事業補助金一599

幽商工費

商工福祉会館改修工事補助金一一一一890

幽土木費

道路新設改良舗装工事一一一一一一一一…72，995

除雪ドーザー購入…………一一一一一1，800

消雪パイプ布設工事ほか一一一一一一一一23，269

河川改修工事…一一一……一一…6，278

街路整備事業一』一一一－”『－”，－一”…8，575

公園整備工事ほかt一一一……一一一一一一一4，451

幽教育費

中条地区教員住宅建設工事一一一8，280

真田小校舎改築……一一一一一一…一一…3，668

下条小校舎改築一一…一一一…一…一…21，190

馬場小校舎改築一一一…一…一……一一一26，888

吉田中屋体改築一………一一一一…一…17，658

総合体育館建設工事…一…一…一…116，280

囹災害復旧費

農林災害復旧工事一一一……一一一一2，770

土木災害復旧工事一……一…一…一一6，094

文教体育施設災害復旧工事……一一一一610

　±市有財産の状況一
　　　　　（59．3．31現在）

●土地一……一12，280，470m2

　　　　　　（うち山林11，205，937m2）

●建物一一…一一一142，869m2

●現金預金（一般会計）…4億4853万円

●学校基金

　市有地88，254m2、借地148，639m2

●土地開発基金

　土地20，177m2、現金預金1億905万円

　
円

　
万
％

費
7
5
ユ

　
5
n
U

木
蜘
2

土
2
3

　
円

　
万
％

費
8
6
4

　
3
8

育
㈱
－

教
烈

歳出
117億
7235万円

市民1人あたりのおもな歳出
　　　　　　人ロは59．3．31現在48，641人

総務費　　民生費　　土木費　　教育費
32，209円　　　　34，157円　　　48，843円　　　44，486円

民生費
給億創41万円
　雇4』1％

円万
％

総務費
15億6666

　　13．3

で
己
r

商工費
13，509円

’死A轍．

衛生費
13，572円

農林水産業費

21，189円

　溺’
　　　　〆　　　　〆，ダ　　’r

戴〆、傷4

翌年度繰越金
2億4205万円

費
円

　
　
　
　
ピ

防
2
7
　
（

消
・
輪

婁
歳
　
出
馨

歳
出
決
算
の
見
込
み
は
一
一
七

億
七
、
二
三
五
万
円
と
な
り
、
前

年
度
対
比
一
二
・
八
％
の
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
育
成
の
た
め
、
大
井
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
東
部
会

館
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
各
事
業
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
等
職
業

訓
練
校
を
建
設
、
北
越
北
線
の
渇

水
対
策
と
し
て
、
貯
水
池
を
造
成

し
ま
し
た
。

歳
出
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
土
木

費
で
は
、
道
路
改
良
・
舗
装
を
は

じ
め
流
雪
溝
、
河
川
改
修
な
ど
生

活
基
盤
お
よ
び
克
雪
対
策
事
業
に

重
点
的
に
取
組
み
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校
四

校
の
改
築
を
行
い
、
教
育
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

待
望
の
総
合
体
育
館
建
設
に
着
手

し
ま
し
た
。

性質別歳出の内訳
鰹灘顎欝蹴罐縣＝職離挙‘蟹羅膿5撒・5顯お襯鷲・、ミ

養
●、その他　14億2928万円　12．1％

　　　　　　9
9

公債費　9億1859万円　7．8％　　叢

貸付金　9億2544万円　7．9％ 選
●’

物件費　9億3151万円　7．9％　　旨

♂　　　■

扶助費　10億8462万円　9．2％
薫

補助費等　12億1035万円　10．3％
墨

人　件　費
19億6738万円　16．7％

藝
鍵
．牽

’
●
魁
賜

普通建設事業費
33億518万円
　　28．1％

器
㌶
薫
識
緯

　5年間の歳出の推移
120　　　　　　　117．7
　　　　〈決算〉

110
　　　　　105．2　　　103．0　　104，3

100

90

　　80．6
80
億
円

585756554
度

5
年

3億370万円
2億9700万円
　　　　670万円

入
出
引

歳
歳
差

8773万円
2267万円
3494万円

入
出
引

歳
歳
差

6億5448万円
6億5448万円
　　　0

入
出
引

歳
歳
差

L9億5273万円
L7億4796万円
2億477万円

歳
歳
差

376万円
376万円
　O

入
出
引

歳
歳
差

一㎜T



上

（10）とお』げ詐3昭和59年8月10日

　　　論葵毒業鶉織繍　　　市税の内訳

　　　囹執行済額28億2411万円
　　　　　　　　（執行率60．0％）　　　　1億2950万円

き　　　　　　　　　　　4・6％　　　そ
養　㊨　㊨　　．，，．欝
　　　　　　普通建設事業　　消費税　1億鞭円
　　　補助事業◆23億6501万円
　　　　　　幽17億2173万円（72．8％）　　　1億7543万円　無驚、…．、、．拳鰍、．，，葦葦．華，．、．、

　　　　　　幽10億5130万円（46．8％）
　　　　　　　　　　　　　13億5656万円
固定資産税　　『醗雛難灘　　　48．5％

　10億701万円
、　36．0％　　　　　　　ノ

　　合　　100％

民1人当たり245，679円
　　　（59年6月末人ロで計算）

黙
臆
欝

　
γ
　
費

薪
㎜
脇

農林水産業費　衛生費
6億　　　　　　　　5億

　221万円　　　　　　　5786万円
5．0％　　　　　　　　　　　4．7％

12，385円　　　　　　11，473円

土　木　費　　　商　工　費
24億　　　　　　　　6億

　2203万円　　　　　　4145万円

20．3％　　　　　5．4％
49，810円　　　　　　　13，192円

。血希編ゾ
¶繭蹴’・’δ
教育費　消防
27億　　　3億

4135万円　　　　　　482万円
22．9％　　　　　　　　　　　　　　2．6％

56，377円　　　　　　6，269円

諭
債

．
襲oζ7藁｝7業・　　　　翼こノ　　　ー災害復旧事業一

その他　公債費　補助事業◆8173万円
7億　　　　　　　　10億　　　　　　　　　　　　幽4423万円（54．1％）

　3747万円　　　　　　9807万円　　　　　単独事業◆855万円
6・1％　　　　　　　　9・2％　　　　　　　　　　　幽685万円（80．1％）

15，167円　　　　　　22，582円

下水道事業　　診　療　　所　　簡易水道　　国民健康保険　　老人保健

　　　　　　　　　　　，　　　粉
予算17億900万円　　予算　1893万円　　　予算　4億3823万円　　予算22億1323万円　　予算17億2690万円

歳入　8億3148万円　　歳入　410万円　　歳入　　2983万円　歳入　5億7070万円　　歳入　3億4003万円

歳出　1億3835万円　　歳出　　381万円　　　歳出　　　1761万円　　歳出　2億3906万円　　歳出　3億1283万円

差引　6億9313万円　　差引　　29万円　　　差引　　　1222万円　　差引　3億3164万円　　差引　　　2720万円



（11）麗翻羅羅羅醜とおガ詐3 昭和59年8月10日

〈歳入〉

分担金および負担金

　　　4億989万円84．0％

｛十日町市　3億6070万円

川西町　　4919万円

十日町市川西町衛生施設組合
帖　♂

r』の漉

々　雫

司』噛

　十日町市川西町衛生施設組合は、十日町市と川西町が共同で運営している一部事務

組合で、ごみ処理、し尿処理、火葬場の管理・運営を行っています。また、松代町の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委託処理も行っています。

　　　〈58年度決算〉
　　　　使用料．手数料　　　　火葬場費　〈歳出〉

　　　　　1978万円4．1％　　　　　　　413万円
　　　　　　　　　　　　　　　0．9％繰越金

1168万円2．4％

、
円

費
万
％
％

理
68
コ
α

　
　
　
ロ

管
1
6
2
5
伍

務
億
　
4

総
－
攣

　
　
　
議

撚
残

諸
93
．

　
　
　
　
％

　
　
　
　
3

　
　
　
　
9

　
　
　
　
円

　
　
　
　
万

　
　
　
　
4
0

　
　
　
　
4
5

　
　
　
　
債

　
　
　
　
合

　
　
　
　
組

じんあい処理費
1億6097万円

34．5％

し尿処理費

9246万円
19．8％

公債費
9176万円
　19．7％

（歳入　4億8768万円）　〈繰越金2127万円〉

組合債の状況
■ごみ処理施設・……・……・6523万円

■し尿処理施設…・…

■清掃運搬施設……・

■埋立処分地施設・…

・・3億684万円

・……・617万円

・…・…1460万円

i難灘難難i灘難i雛雛饗i　i
　十日町地域広域事務組合は、十日町市、川西町、津

南町、中里村が資金を出しあって運営している一部事

務組合です。

　4市町村が一体となって、広域的な消防体制、と畜

場、総合福祉センター（御陣荘〉の各事業を行ってお

り、郡市8万住民の安定したくらしを守る仕事を、一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分手に担っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担

（歳出：4億6641万円）

59年度6月末予算執行状況

当初予算　　3億7613万円，

6月末予算　3億8113万円

21．4％ 収入済額　8140万円

2668万円4．0％

　
　
　
珊
％
　
　
　
　
．
戴
　
　
　
　
　
西
1
8

そ
の
他
・
94
」
　
　
　
　
　
き
　
　
　
川
91

　
　
　
7
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

駕
　
　
　
　
　
担
金
お
よ
び
博

13．0％ 支出済額　4940万円

〈58年度決算〉

川西町

9118朋
13．6％

一般会計

＋日町市訳
2億9749万円
　　　　σ）
44．4％　　．．

　　　の
　　　Φ

　　磨
　挙
　②

防

費

1978万円その他1222万円
3．1％
　　　　　1．9％

消
　消防設備

　　費
1億1947珊

　18．5％

非常備　　9

消防費
1億582万円

16．4％

公
憤
慣

常備消防費

　　3億

　　8775万円
6審　陰1　　60．1％

　　　　　　　　　　　　㊦
5億9ら6繰越金2527万円癖73・4が

　　　　特別会計

グ

御陣荘利用状況

津南町

　9150人 十日町市307人

川西町230人
中里村313人
その他168人

10168人

と畜場利用状況

組
合
債
の
状

●消防庁舎建設

　　7339万円
●消防設備関係

　　　190万円
■福祉センター建設

　　2822万円

十日町市

3920頭

況・と畜場設備建設

　　　1億2696万円

町
頭

南
1
5

津
47

救急出動状況

（単位：万円）

会計名 歳　入 歳　　出 差引繰越

総合福祉センター 1，706 1，565 141

と畜場事業 3，384 3，101 283

計 5，090 4，666 424

鵬
キ夢ζ、、綱

十日町市
　756回

川西町

163回

　津南町
　235回

中里村72回

12410頭　　その他

　　　　　722頭
1251回 管轄外25回

59年度6月末予算執行状況
一般会計　　　　特別会計（単位：万円）

当初予算6億4855万円

6月末予算6億5160万円

31．6％ 収入済額

2億563万円

23．5％ 支出済額
1億5287万円

会計名

当初

予算

収入

瀬

支出

瀬
総合福

祉セン

ター

1696 686 243

と畜場

事業
3250 776 420

計 4916 1462 663

－－「



」＿」

（12）と・お』が詐3

　
　
○
…

　
　
一

　
　
　
難

垂語

響

嬢

①8月の市民と語る日で座談会●
爵
瞬

施
設
整
備
は

　
　
　
集
中
か
分
散
か

樋
ロ
熊
蔵
（
ス
ポ
審
会
長
）
　
ス
ポ

ー
ッ
施
設
建
設
は
、
維
持
管
理
の
こ

と
を
考
え
て
一
ヵ
所
に
集
中
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長
　
理
想
は
そ
う
だ
が
、
十
日
町

市
は
平
担
地
が
少
な
く
、
ま
た
用
地

が
あ
っ
て
も
、
用
地
買
収
面
で
困
難

　
八
目
の
市
民
と
語
る
日
は
＼
市
の
重
点
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
四
回
目

と
し
て
＼
　
「
ス
ボ
ー
ツ
・
健
康
都
市
づ
く
り
を
考
え
る
」
座
談
会
を
￥
十

六
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
体
育
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
は
＼
地
区
野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
i
卜
＼
キ
ャ
ン
プ
場
＼
武
道
館
＼
笹
山
野
球
場
な
ど
着
々
と
進

み
＼
十
二
月
に
は
侍
望
の
総
ム
ロ
体
育
館
が
竣
工
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
＼
市
民
総
ぐ
る
み
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
つ
く
り
を
は

か
ろ
う
と
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
都
市
亘
言
」
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ス
ボ
ー
ツ
・
健
康
に
か
か
わ
り
の
深
い
万
々
か
ら
＼
十
日
町

市
が
め
ざ
す
べ
き
振
興
の
あ
り
万
に
つ
い
て
＼
ア
イ
テ
ア
を
お
出
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
　
口
■
ロ
座
談
会
の
テ
ー
マ
ロ
■
□

ω
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
施
策
は

　
①
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
ア
イ
デ
ア
は

　
②
普
及
活
動
を
充
実
し
て
い
く
た
め
の
ア
イ
テ
ア
は

ロ
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
都
市
亘
言
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
ア
イ
デ
ア
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
占
川
も
多
い
。

　
’
　
　
　
屋
内
体
育
施
設
は
街

の
中
に
集
中
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
屋
外
体
育
施
設
は
、
距
離
が
遠

く
て
も
、
車
社
会
で
あ
り
、
用
地
が

求
め
や
す
い
所
に
造
る
こ
と
が
十
日

町
市
の
姿
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
管

理
・
運
営
面
で
民
間
委
託
な
ど
で
効

率
化
を
は
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
広
聴
会
で
も
地
域
ス
ポ
ー

ツ
熱
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
、
ま
ず

地
区
体
協
を
振
興
し
て
ス
ポ
ー
ツ
水

準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
区

に
、
あ
る
レ
ベ
ル
以
上
の
施
設
を
整

備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
林
勝
平
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
市
代
表
）

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
普
及
は
山
間
地
に

お
い
て
遅
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
施
設

が
な
い
た
め
で
あ
る
。
山
間
地
か
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
広
場
整
備
の
意
志
表

示
が
あ
っ
た
場
合
は
市
か
ら
補
助
を

願
い
た
い
。

品
川
達
平
（
十
高
教
員
）
　
県
大
会
、

全
国
大
会
な
ど
大
き
な
大
会
を
呼
ぶ

た
め
の
施
設
を
造
る
際
に
は
、
集
中

型
の
施
設
配
置
に
し
て
、
運
営
が
行

い
や
す
い
よ
う
に
。

熱
鐵
澱
灘
薯
畿
遡
灘
琢
継
ー
繊
搬
譲
饗

大
嶋
鴻
之
助
（
市
体
協
常
任
理
事
）

小
・
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
向

上
に
は
、
指
導
者
の
熱
意
も
必
要
だ

が
、
父
兄
の
協
力
が
大
切
で
あ
る
。

現
状
で
は
、
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
た
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。
各
学
校
の
P

T
A
の
組
織
の
中
に
部
活
委
員
会
を

つ
く
っ
て
、
部
活
の
内
容
を
み
た
り
、

懇
談
・
応
援
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す

る
た
め
、
自
然
を
利
用
し
た
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
、
駐
車
場
整

備
も
含
め
て
造
成
し
て
ほ
し
い
。

桑
原
昭
三
（
十
小
校
長
）
　
小
学
校

で
は
種
目
別
に
父
兄
会
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
ま
と
め
た
部
活
委
員
会
設
置

を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
雪
国
の
特

色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
、
小
．

中
・
高
校
一
貫
し
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
の
育
成
が
最
適
で
あ
り

学
校
ご
と
に
夏
・
冬
を
通
じ
て
利
用

で
き
る
コ
ー
ス
づ
く
り
を
。

石
坂
正
隆
（
高
齢
者
体
育
教
室
代
表
）

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
体
育

教
室
が
開
設
さ
れ
た
が
、
年
齢
・
体

力
に
相
違
が
あ
り
、
教
え
方
も
む
ず

か
し
く
指
導
者
が
た
り
な
い
。
経
験

の
豊
富
な
高
齢
の
指
導
者
の
採
用
と

P
R
活
動
を
進
め
て
、
健
康
づ
く
り

難
難

堕

陥
繊

鰯
難

攣

の
輪
を
広
め
て
欲
し
い
。

仲
健
一
（
十
中
校
長
）
　
学
校
で
の

問
題
は
、
指
導
者
が
異
動
す
る
と
レ

ベ
ル
低
下
が
お
き
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
種
目
別
体
協
と
学

校
が
連
携
を
と
り
あ
っ
て
効
果
的
に

活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
間
侃
（
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会

長
）
　
選
手
を
育
て
る
に
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
の
取
組
み
が
重
要
な
要
素

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康

都
市
宣
言
を
記
念
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
指
標
を
掲
載
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
健

康
手
帳
」
を
交
付
し
、
こ
れ
と
比
較
し

な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
は
。

指
導
者
養
成
も
大
切

阿
部
喜
又
身
障
者
体
育
教
室
代
表
）

総
合
体
育
館
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
．

ト
イ
レ
な
ど
身
障
者
の
た
め
の
施
設

が
整
備
さ
れ
る
が
、
今
使
っ
て
い
る

体
育
教
室
の
用
具
は
健
常
者
の
も
の

で
あ
り
、
ぜ
ひ
身
障
者
用
の
用
具
整

備
を
．
ま
た
、
指
導
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
や
っ
て
お
り
、
障
害
に
あ

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
う
意
味
か

ら
、
研
修
の
場
へ
の
参
加
に
援
助
を
。

根
津
明
子
（
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
同

好
会
代
表
）
　
こ
れ
か
ら
の
健
康
指

導
は
、
専
門
的
と
い
う
よ
り
、
楽
し

み
な
が
ら
指
導
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

カ
ー
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

庭
野
雅
弘
（
市
体
協
理
事
長
）
　
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
都
市
宣
言
を
行
っ
て

も
、
そ
の
時
の
も
の
だ
け
に
お
わ
っ

て
活
動
が
続
か
な
い
例
も
み
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
十
日
町
市
で
は
体
育
専

門
の
指
導
主
事
を
置
い
て
、
た
え
ず

こ
れ
に
前
向
き
に
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

関
ロ
陽
子
（
市
体
指
副
会
長
）
　
こ

れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
人
間
を

育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た

め
人
間
の
心
と
か
ら
だ
を
知
っ
た
指

導
者
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
ロ
文
二
郎
（
市
体
協
会
長
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中
に
は
、
人
間
形

成
に
役
立
て
て
ゆ
く
と
い
う
目
的
が

含
ま
れ
て
い
る
。
立
派
な
施
設
の
中

で
、
立
派
な
人
間
を
つ
く
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
ス

ボ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
の

根
底
に
し
て
欲
し
い
。
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　市制施行30周年記念5万市民ラジオ体操大集会が、

好天に恵まれた去る7月22日（日）の早朝、十日町高校、西小学校

両グラウンドで行われました。当日は、各地区民運動会の日と

重なり、各運動会々場でもラジオ体操が行われ、延べ15，000人

の参加を得ました。

▲十高グラウンド会場

▼西小グラウンド会場

　　　　水沢地区ラジオ体操1，000人集会

　「親子で早起きして、非行のない元気な心身をつくろう」を

テーマに昨年から開催されたこの集会、ことしも夏休み初日の7

月25日に約2，000人の参加者によって行われました。親子そろっ

て、ラジオ体操にジョギングにと快い汗を流していました。

地区民運動会

10会場で

〈グループ紹介〉

〈水沢地区＞

～フライヤーズ～

　フライヤーズ結成以

来16年。　「野球を通し

良き仲間づくりを。技術より人間性を大切に」

という考えのもとにやってきました。

このすばらしい仲間づくりの輪をより大きく

広げようと皆で話しあっています。

入会ご希望の方はぜひどうぞ。

連絡先／羽鳥長喜（田中町本通り）智57－6380

　　　　　　　　＜川治地区〉
　7月22日は地区運動会デー。真夏の強
い日射しが照りつけるもと、下条・中条・

大井田・飛渡・吉田・川治・水沢・六箇・

高山の各地区と、初の東部地区運動会が
盛大に行われ、暑さを吹きとばす声援が
こだましました。

第3回市長杯9
テニスダブルス大会

期日8月19日（日）
　　　　午前8時30分受付開始

　　　　　（雨天9月2日（日））

会　　場　庭球コート（城ヶ丘）

申し込み　湯沢　節子

　　　　　（奮52－2186〉へ

締切り　8月15日㈹
参加料2，000円

　7月25日号で笠置山キ

ャンプ場の連絡先を「春

川雅英さん」とお知らせ

しましたが、

春川・千昭さん（西枯木又

智59－2316）

に変更します。

盛
　　　　況

　　　　　で
レディス

スイミング濃

　　スクーノ騰

●7月25日～27日まで市民プール
　で開催されていたレディススイ

　ミングスクールは延べ150人が
受講しました。

鑛

○’P

　らし

動　（　‘‘

写c、

　磁ノ／

　／ノ〃一

壮年
ソフトボール大会
　　●と　き　9月2日（日）
　、、

　　午前8時30分から

　　　〈雨天中止＞

曳

●ところ　青少年野外スポー

　ツセンターほか

●参加資格　40歳以上の男子

20歳以上の女子1チーム9

　～15名で女性2名以上、男性6名以上

●申し込み　所定の申し込み用紙に記入のうえ

　8月24日㈹までに、市体育課か、市民体育館
へ
o

市スキー強化指定選手

〈クロスカントリースキーの部〉

　7月25日号、お知らせ版にひき続きスキー部
門（クロスカントリースキー）の強化指定選手

（小・中・高校生）、指定指導者を紹介します。

〉指定指導者

庭野鉄雄（島）小山勇蔵（北鐙坂）角山俊文
（上新田）滝沢明夫（学校町2）高橋美智子

（小泉）田村信二（西浦東）池田正己（高田町

3）品川達平（山本2）富所正史（本町7－2）

吉越勉（西本町1）大平義弘（中条旭町）佐藤
清幸（同）鈴木和仁（馬場）大淵司（千代田町）

佐藤勝（北鐙坂）桑原正（津南町中深見）石田

弘美（津南町赤沢）

》指定選手
酒井伸顕（吉田中1年）星野一夫（十日町中同）

大嶋次郎（同2年）佐藤昭則（吉田中3年）生

越靖（下条中同）大淵隆（同）佐藤友秋（中条

中同）岩田英樹（同）関口満恵（吉田中1年）

入田満里子（同）柳悦子（同）小原美佳（下条

中同）近藤紀子（同）池田貴子（南中2年）春

日恵美子（同）高橋哲成（十日町小6年）長野
宏幸（吉田小同）柳高志（同）風間信・一郎（中

条小同）春日サナエ（吉田小6年）入田里美（同）

山内京子（十日町小同）渡辺裕子（下条小同〉

大嶋太郎（十高1年）小海さゆり（同3年）春
日和美（十実1年）池田麻子（同）

※なお、アルペンの部の指定選手で倉沢

明里（南中2年）・小林里美（同）樋

　口紀子（同1年）の3名を追加します。

「下一“
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危
険
物
取
扱
者

　
　
保
安
講
習
会
を
実
施

■
日
時
　
八
月
二
十
二
日
　
午
前
十

時
～
午
後
四
時

■
会
場
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
受
付
　
八
月
三
日
～
八
月
十
五
日

※
受
講
申
請
書
は
消
防
署
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先
　
〒
胴
、
新
潟
市
学

校
町
通
二
－
五
二
九
三
　
新
潟
県
危

険
物
安
全
協
会

■
講
習
手
数
料
　
二
、
七
〇
〇
円
（
県

収
入
証
紙
で
納
入
）

交
通
繋
登
家
族
譲
議
の

作
文
を
審
糖
蟹
み
塞
せ
ん
か

■
募
集
期
間
　
七
月
一
日
～
九
月
二

十
日

■
募
集
区
分
　
小
学
校
低
・
中
・
高

学
年
の
部
中
学
生
の
部
　
母
親

一
般
の
部

■
募
集
方
法
・
小
学
生
・
中
学
生
の

部
…
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以

内
　
　
〈
送
り
先
〉
〒
m
　
東
京
都
千

代
田
区
外
神
田
二
ー
二
ー
一
七
　
㈹

日
本
交
通
福
祉
協
会
交
通
安
全
作
文

募
集
係
o
母
親
、
一
般
の
部
…
四
〇

○
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
　
　
〈
送

り
先
〉
〒
㎜
、
東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関
三
ー
一
－
一
　
総
務
庁
交
通
安

全
対
策
室
交
通
安
全
作
文
募
集
係

詳
細
は
市
・
市
民
生
活
課
環
境
係
（
智

五
七
－
三
二
一
㊥
一
四
一
）
へ
。

～つづけていますか

　夏の省エネ～

ビルや家庭にお

いて、冷房が過

度にならないよ

う’ひカごけましょ

う。

齢ば蟹1；三」．一、筆ヨ擁轟燐鶯i蕪，、蒜，蟹葎・蹴蟻麟趣賊題メを三燕鍾幡響一ご翌

陶
　
　
－
δ

窓

鐵

解弍唆飯”
鞭究’7
P．、。1

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

■
対
象
　
十
八
歳
～
三
十
歳
の
青
年

男
女

■
募
集
人
員
　
五
十
人
程
度

■
参
加
期
間
　
昭
和
六
十
年
四
月
上

旬
～
昭
和
六
十
一
年
三
月
下
旬

■
締
め
切
り
　
昭
和
五
十
九
年
十
二

月
十
五
日
（
必
着
）

■
申
込
書
　
資
料
は
切
手
一
七
〇
円

同
封
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
け
入
れ
先
〉

■
募
集
ヵ
所
　
五
十
程
度

■
受
入
期
間
　
昭
和
六
十
年
四
月
下

旬
～
昭
和
六
十
一
年
二
月
末
日

■
締
め
切
り
　
昭
和
五
十
九
年
九
月

三
十
日

■
申
込
書
　
資
料
は
切
手
二
四
〇
円

同
封
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

にご協力ください。

調査の対象となる世

帯こは調査員がお伺い

します。

川治下町1、2

調査員　竹内増蔵

関根1、2、六箇山

谷、麻畑

調査員　岡村徳治

※
と
も
に
申
込
先
は
、
〒
瑚
、
東
京

都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
　
一

国
立
青
少
年
セ
ン
タ
i
内
　
㈹
日
本

青
年
奉
仕
協
会
「
一
年
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
計
画
」
募
集
係
宛

　
　
〈
8
月
の
交
通
安
全

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

～
い
ね
む
り
運
転
、
わ
き
見
運
転
は

　
　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う
～

◎
長
距
離
運
転
で
は
、
一
時
間
に
一

度
の
休
憩
を
　
◎
旅
行
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
は
余
裕
を
　
◎
運
転
中
は
常

に
前
方
注
視
を
　
◎
助
手
席
同
乗
者

も
ひ
く
ぎ
り
を

年580況状生発故事通交の中月7
市町村名 件数 死者 傷者

十日町市 14（13） 0（O） 20（20）

川　西町 1（1） O（0） 7（2）

津南町 2（3） O（0） 3（4）

中里村 1（2） O（O） 1（2）

小　　計 18（19） O（O） 31（28）

累　　計 80（102） 2（3） 108（128）

畿盛墨難瀞
晋宰誕…自
　　σ　　　σ．ン　ず菖碧び二遭
碧窟茅凱詮ツ≒
4き　糠甲、イ晶鵜‘．．㍗ぎ騒離
3…　　磁端筈
叢塗慧諜

噸
一
ぞ
首
藤 擁飛1至ii・難

輪一壁船σ死く‘；顎魂＝㌃．

＿　一3’聖働…・謝飾●r』一一一岬

簗蓼
杷・ず●し5’：：3鱈　 ’｝＿

荘膨

展
示
作
家
紹
介

日
本
画

横村前菱速堂小小川伊
山上田田水本林杉合東

大華青春御印古放玉深
観岳邨草舟象径庵堂水

奥
田
　
元
床

小
倉
　
遊
亀

奥
村
　
土
牛

加
倉
井
和
夫

文郁魁辰　又東
子夫夷雄寧造一

羊
　
画

鳥
海
　
青
児

東
郷
　
青
児

林
　
　
　
　
武

宮
本
　
　
三
郎

糸
園
和
三
郎

猪
熊
弦
一
郎

牛
島
　
憲
之

梅
原
龍
三
郎

堀平東高杉加加
　山山山山山藤

小小織奥萩大
磯野田村須沢

良　広　高昌
平末喜博徳助

小
松
崎
邦
雄

吉森宮三中田
井　永岸根崎

広
助

　
寛

節
子

岳
彦
↑

芳
雄

淳
二

（
そ
の
他
）
　
（
そ
の
他
）

博
物
館
資
料
〈
七
月
分
〉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

鈴
木
　
シ
ン
（
学
校
町
一
）

新
井
市
教
育
委
員
会

桑
原
　
利
夫
（
津
南
町
）

星
名
　
正
之
（
中
条
旭
町
）

国
学
院
大
学
博
物
館
学
研
究
室

波
間
　
盛
次
（
宮
下
）

船
橋
市
郷
土
資
料
館

佐
藤
　
文
男
（
新
潟
市
）

新
潟
県
立
自
然
科
学
博
物
館

庭
野
　
栄
作
（
泉
　
町
）

富
沢
　
政
義
（
中
条
旭
町
）

栄
町
教
育
委
員
会

長
岡
市
教
育
委
員
会

大
阪
郵
政
考
古
学
会

大
津
　
善
平
（
魚
之
田
川
）

樋
熊
　
音
吉
（
下
町
）

柳
宏
一
郎
（
本
町
四
）

十
日
町
川
柳
研
究
社
（
西
寺
町
）

長
谷
川
一
郎
（
下
山
・
寄
託
）

　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉
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i　麺頓騨纏婦騰難
や

1囹会　期　10月12日㈹・13日仕）・14日（日）

1囹作品搬入日　9月28日㈹午前9時～午後8時30分
1　　　　　　　市公民館まで持参してください。
1囹部門と審査員

l　o日本画・洋画・新しい美術　本間正義氏

l　o彫塑・工芸　　　　　　　久保尋二氏
l　o書　道　　　　　　　　吉田六嶺氏
l　o写　真　　　　　　　　　須田一政氏
1※作品募集要項は公民館（本館・各地区館）にあり

1　ます。
1囹問い合わせは、十日町市公民館市展係・トg
＼　　（学校町1　智57－5011）

毎
　騨◆』’llll’『ひ’IIll。’ひ’ol61馳ひ・岨ll”◆叫Ill一『◆・5“1巳◆・碓llI一◆卵』rの』噸1鵬’◆鯛1，’』φ』・ll醗1’r9』・II”’◆噂lll一◆・llll・◆噂II』o』・II婁lo◆・』“』θL刈1』の』

ブ
き

◆耳を傾けてみませんか、／

1　新潟県少年の主張大会
，

1　　～第5回　十日町・中魚沼地区大会～

1　中学生が日ごろ考えている清新かつ建設的な意見を発

1表することにより、自ら健康な心身をつくることに努め

1るため開催されます。

1●と　き　8月21日（火）午後1時30分

1●ところ　十日町市民会館
1●発表者　各中学校から1名ずつ選出された生徒
1●テーマ　学校・家庭・郷土および友人などの係りの中

1で日頃考えていることをとりまとめた提言や希望

1※最優秀賞を受賞した生徒は、地区代表として、9月23
1　日、新潟市で行われる県大会に出場します。

1■主　催　十日町・中魚沼地域青少年対策推進協議会

1　　　　　中魚沼郡・十日町市教育委員会連絡協議会

！　　　　　十日町市・中魚沼郡中学校長会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

　
　
　
　
な
な
わ

　
　
　
七
和
会
館
竣
工

　
五
月
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
、
本
町
七
丁
目
一
・
二
と
三
和
町

地
区
の
集
会
施
設
が
、
本
町
七
丁
目

一
地
内
に
完
成
し
、
八
月
七
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
は
、
木
造
二
階
建
・
延
床
面

積
二
一
二
・
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
。

建
設
費
一
、
五
〇
〇
万
円
。
　
一
階
は

■
2
2
ー
ー
ー
2
ー
ー
ー
」

　
）
！
お
　
　
　
、
5
7

　
級
い
ひ
　
　
は
健

　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
せ

　
ρ
誘
ノ
　
ー
わ
所

　
1
お
に
旧
合
務
～

　
（
の
唱
、
．
日
い
事
ー

　
　
　
　
　
）
し
9
問
祉
3

　
者
行
思
さ
月
●
福
1
3

　
害
旅
の
だ
9
み
会
㊥

　
障
修
民
淑
日
憾
社
m

　
体
研
こ
か
期
申
市
ヨ

「
携
ー
ー
ー
嘗
狸
四
ー
乳

大
会
議
室
・
台
所
・
二
階
は
中
会
議

室
・
小
会
議
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、

　
　
　
　
も

有
効
活
用
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯

－

〆
、

ト
則
新
第
物
ユ
離
き
ろ
者
マ
叛
頽
糊
催

創
創
　
～
学
る
め
こ
表
’
頃
優
・

　
　
　
　
　
　
　
中
す
た
と
と
発
テ
日
最
日
主

◆
耳
　
　

表
る
●
●
●
●
で
※
■

戸
　
§
．
◆
毒
◆
亀
一
◆
も
◆
≒
◆
毒
◆
も
◆
毒
・
◆
考
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
も
一
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
、
日
頃
使
用
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
品
マ
ー
ク
や
表
示
の
勉
強
。
ま
た

地
元
で
維
持
管
理
さ
れ
　
　
子
ど
も
た
ち
の
好
物
の
“
ス
ナ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
”
の
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
さ
ん
の
先
生
役
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

楽
し
か
っ
た
ネ

　
夏
休
み
親
子
教
室

　
県
消
費
者
協
会
の
夏
休
み
親
子
教

室
が
、
八
月
二
日
、
中
条
公
民
館
で

難覇輸

纏｝

灘
馨
篶

　
◆
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ス
ー0
）

　
◆
八
月
二
十
五
日
G
D
～
二
十
七
日
㈲
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
九
時

　
　
　
　
　
（
た
だ
し
、
二
十
五
日
・
二
十
七
日
は
午
後
七
時
ま
で
）

中条小と飛一小のみなさん

拝見

◆3◆

小
さ
な
地
区
の
大
き
な
動
き

幽
こ
こ
六
箇
地
区
は
、
羽
根
川
の
清

流
に
沿
っ
て
点
在
す
る
七
ヵ
部
落
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
世
帯
数
二
〇
九

世
帯
・
人
口
九
五
六
人
（
五
九
・
五
・
一

現
在
）
と
い
う
小
さ
な
地
域
で
す
。

小
規
模
な
が
ら
も
農
業
中
心
で
あ
っ

た
こ
の
地
域
も
、
若
い
人
か
ら
壮
年

層
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
が
、
市
内
の
企

業
な
ど
で
生
活
の
糧
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
小
学
校
の
通
学
区
域
の
変
更
が

あ
っ
て
か
ら
、
一
部
地
域
で
の
地
域

離
れ
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
現
状
に
危
惧
を
も
っ
た

六
箇
地
区
で
は
、
す
で
に
十
年
近

く
「
六
箇
は
ひ
と
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
か
か
げ
、
地
域
活
性
化
の
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
。

囹
塩
ノ
又
森
林
公
園
の
開
園
も
そ
の

活
動
の
成
果
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に

施
設
の
拡
充
を
行
い
、
県
下
有
数
の

自
然
公
園
と
す
べ
く
努
力
が
続
け
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
施
設
・
設
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、
広
く
六

箇
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
域
で
は
、
青
年
層
が
中

心
に
な
っ
て
い
る
地
区
体
育
協
会
が

主
管
と
な
り
「
妻
有
六
箇
街
道
歩
け

歩
け
大
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

古
く
は
、
六
箇
か
ら
上
田
（
南
魚
沼

1
六
箇
地
区
公
民
館
1

「歩け歩け大会」弁天池付近

郡
）
さ
ら
に
三
国
峠
越
え
の
主
要
な

街
道
（
江
戸
街
道
と
も
い
わ
れ
た
）
と

し
て
栄
え
た
こ
の
街
道
を
歩
き
、
各

所
に
あ
る
史
跡
な
ど
を
訪
ね
て
い
た

だ
き
ま
す
。
羽
根
川
刑
部
の
居
城
秋

葉
城
趾
・
三
尺
坊
威
徳
大
権
現
を
ま

つ
る
秋
葉
神
社
・
ニ
ツ
屋
弁
天
池
で

は
、
風
の
ま
に
ま
に
池
の
面
に
漂
う

浮
島
や
、
故
大
賀
博
士
ゆ
か
り
の
二

千
年
蓮
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栃
窪
峠
は
ゴ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。
台

座
か
ら
九
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
を
も

つ
「
護
国
観
音
」
の
立
つ
こ
こ
か
ら

は
、
南
魚
沼
郡
と
中
魚
沼
を
一
望
で

き
ま
す
。
休
憩
や
昼
食
に
は
、
名
物

「
田
麦
そ
ば
」
や
山
賊
汁
な
ど
も
賞

味
で
き
ま
す
。

こ
と
し
の
十
月
二
十
一
日
（
日
）
に
計

画
さ
れ
る
、
第
五
回
大
会
も
地
区
内

外
よ
り
多
勢
の
皆
様
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幽
地
域
の
将
来
を
託
す
、
児
童
を
対

象
と
し
た
活
動
も
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
小
学
校
や
体
育
協
会
・
青
少
協
の

協
力
の
も
と
に
「
こ
ど
も
の
つ
ど
い
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
二
つ
の
小
学
校
に

分
か
れ
て
い
る
地
区
内
の
小
学
生
（
約

七
十
五
名
）
を
、
緑
豊
か
、
な
自
然
の
中

で
、
心
身
の
醸
成
を
は
か
り
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う

青
少
年
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な

が
ら
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
内
容
的
に
た
り
玄
い
と
こ

ろ
が
多
く
問
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
進
め
る
中
で
、

六
箇
地
区
の
さ
ら
に
は
地
区
外
の
多
．

く
の
人
達
か
ら
知
っ
て
も
ら
い
理
解

さ
れ
た
と
き
に
、
清
流
と
、
緑
豊
か

な
六
箇
地
区
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

子どものつどい～飯ごうすいさん～

ユ　「「｝
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毎
年
実
施
し
て
い
る
出
稼
者
健
康

診
断
に
つ
い
て
、
都
合
に
よ
り
遅
れ

ま
し
た
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
該
当
者
は
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。◎

日
時
　
八
月
二
十
九
日
㈱
　
午
前

八
時
か
ら
午
前
十
一
時
半

◎
場
所
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
i
、

◎
検
診
項
目
　
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

◎
検
診
料
　
一
〇
〇
円

　
な
お
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
方
の

み
第
二
次
検
診
が
別
指
定
日
に
行
わ

れ
ま
す
。

胸
部
脚
ン
暦
間
接
撮
影
・
循
環
器
検
診
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
　
　
　
場

検
　
診
　
地
　
区

8
月
3
0
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

八
箇
小
学
校

笹
之
沢
、
落
之
水
、
池
之
平

孕
石
、
長
里
、
椌
木

午
後
1
時

～
午
後
2
時
3
0
分

関
浅
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

関
根
1
・
2
、
浅
之
平

8
月
3
1
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

羽
　
根
　
川
　
荘

六
箇
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦

ニ
ツ
屋

午
後
1
時

～
午
後
2
時

羽
　
根
　
川
　
荘

中
　
村

午
後
2
時
2
0
分

～
午
後
3
時

塩
ノ
又
山
荘

塩
ノ
又

◎
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
会
場
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
方
は
、

も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。◎

三
十
五
歳
以
上
の
方
は
検
尿
、

血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
循
環
器
検
診
（
検
尿
・
血
圧
測
定
）

の
受
診
者
は
一
〇
〇
円
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
老
人
保
健
法
医
療
受

給
者
、
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、

当
日
会
場
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
つ
ぎ
の

日
、
ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
八
月
十
五
日
㈱
　
お
盆

　
八
月
二
十
七
日
㈲
　
祭
り

な
お
、
焼
却
場
は
、
両
日
と
も
一
日

、
　
－

中
開
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
持
ち

込
み
の
ご
み
は
焼
却
で
き
ま
す
。

　
　
お
願
い

　
ご
み
が
た
い
へ
ん
燃
え
に
く
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
み
を
出
す

際
に
は
、
水
切
り
を
よ
く
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
◆
内
容
と
テ
ー
マ
　
最
近
の
選
挙
に
お
い
て
感
じ
た
こ
と
、
日
ご
ろ

集
か
ら
政
治
・
選
挙
と
日
常
生
活
あ
関
連
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

募
こ
と
、
有
権
者
と
し
て
の
心
構
え
、
立
候
補
者
へ
の
希
望
や
批
判
、

ガ
あ
る
い
は
理
想
的
な
選
挙
政
治
の
構
想
図
な
ど
を
内
容
と
し
た
も

触
1
の
で
一
党
一
派
に
片
寄
ら
な
い
も
の
。

マ
◆
規
格
①
學
ン
轟
B
5
判
の
大
き
さ
以
内
で
、
縦
、
横
は
畠

用
で
す
．
②
画
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
一
コ
マ
か
茜
コ
マ
も
の
寛

発
ば
ど
の
よ
う
に
区
分
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
．
③
作
品
は
黒
琶
と

啓
し
、
ペ
ン
、
サ
イ
ン
誤
、
筆
使
用
は
随
意
で
す
．

挙
◆
締
め
切
り
九
呈
＋
昌
（
当
日
消
印
有
効
）

選
◆
応
募
先
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
マ
ン
ガ
作
品
葦
係

い
（
孟
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
干
四
⊥
二
麹
町
会
館
内
盈

る
〇
三
主
六
〒
七
六
一
三
）

明
◆
問
い
合
わ
せ
応
募
上
の
注
藝
ど
の
詳
細
は
、
市
．
選
蕃
理

　
　
委
員
会
（
◎
五
七
ー
三
一
一
一
㊥
一
四
七
）
へ
。

屋
外
広
告
物

　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
に
は
、
屋
外

広
告
物
講
習
会
修
了
者
な
ど
の
設
置

が
必
要
で
す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
に
よ

り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
九
月
三
日
㈲
　
午
前
十
時

～
午
後
五
時

●
場
所
　
平
安
閣
（
新
潟
市
学
校
町

通
二
番
町
）

●
申
し
込
み
手
続
き
　
新
潟
県
土
木

部
都
市
計
画
課
（
〒
胴
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
番
町
）
へ
。

　
な
お
、
講
習
会
の
詳
細
は
、
十
日

町
土
木
事
務
所
（
盈
五
七
ー
五
五
一

一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

油
流
出
事
故
防
止
を

　
例
年
重
油
な
ど
の
流
出
に
よ
る
水

田
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

油
水
分
離
槽
の
清
掃
を
し
な
い
と
重

油
な
ど
も
か
な
り
滞
留
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
各
事
業
所
で
点
検
・
清

掃
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い
る
工
場
で

は
、
事
前
・
事
後
の
点
検
と
維
持
管

理
の
徹
底
に
努
め
、
油
流
出
事
故
の

未
然
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
際
嚢
雛
・
嚴
羅
棟
鰯
■
ッ

　
基
金
藤
欝
撚
灘
鱗
輝
ど
う

　
▼
十
日
町
市
議
会
第
一
期
議
員
一

同
　
一
〇
万
円
　
▼
十
日
町
管
工
事

協
会
　
六
〇
万
円
　
▼
柳
美
千
代

五
、
○
O
O
円
　
▼
金
羊
会
　
三
、

○
○
○
円
　
▼
新
潟
県
建
設
業
協
会

十
日
町
支
部
　
二
〇
〇
万
円
　
▼
上

町
有
志
会
　
五
、
○
○
○
円
　
▼
十

日
町
市
内
小
・
中
学
校
教
職
員
一
同

四
七
万
円
　
▼
松
杉
会
　
三
、
○
○

○
円

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
歯
車
会
　
二
万
七
、
三
七
九
円

▼
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
　
防

犯
灯
六
基
　
▼
㈲
引
間
建
材
『
一
一

万
八
、
四
七
三
円
　
▼
関
口
潔
（
加

賀
糸
屋
町
）
　
五
万
六
、
○
○
○
円

…
以
上
交
通
遺
児
等
援
助
資
金
寄
付

金
　
▼
金
子
八
重
（
袋
町
東
）
　
一

窃徹
け

曽
負

　
仁

　
イ

！、

ぼ
く

享
砺
り

3
す

、

、
ノ
’

ら
？

o
　
　
多

φ
2

　
ρ
ワ

砥
●

ダ
お
．

彩

隻
“
、
3

転盲

－
1

　
、
ー
　
　
O

β　
　
　
’

㍗
雀
山
り
は

充
蝪
の
協
3

・

ゐ
乍
更
3
の

　
　
　
争
，

　
　
’

　
盆
甑
う
、

、
　
、

　
　
、㏄

，
‘
必

　
　
　
、
　
－

噛
、

　
　
’
　
励
σ
、

●
　
　
　
　
1
　
　
　
　
，

CC
　
　
，

　
　
　
　
阪

鴨。

　
　
　
へ
　
噸

‘

β

○
万
円
　
▼
小
海
宣
治
（
原
）
　
一

〇
万
円
…
以
上
香
典
返
し
　
▼
庭
野

重
信
（
西
寺
町
）
　
五
、
○
○
○
円

…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
に
寄
付

▼
長
楽
会
有
志
（
川
原
町
）
　
四
、

○
○
○
円
（
廃
品
回
収
）
　
▼
㈱
田

倉
　
三
万
三
、
三
二
五
円
（
チ
ャ
リ

テ
ー
売
上
）
　
▼
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
（
高

田
町
三
西
）
　
二
万
五
、
○
○
○
円

（
チ
ャ
リ
テ
ー
バ
ザ
ー
売
上
）
　
▼

成
沢
慶
治
（
土
市
二
）
　
三
万
円

▼
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム
イ
ン
グ
㈱
　
二

万
円
　
▼
朝
日
老
人
ク
ラ
ブ
　
ニ
、

九
〇
〇
円
　
▼
傷
庚
軍
人
会
　
五
、

○
○
○
円
　
▼
川
治
妻
有
老
人
ク
ラ

ブ
　
五
、
○
○
○
円
　
▼
み
の
り
会

（
寿
町
四
）
　
ぞ
う
き
ん
五
十
六
枚

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
二
十
八
日
㈹
　
正
午
～
午

後
四
時
半
　
小
泉
二
の
一
部
、
樽
沢

の
全
部
　
▼
八
月
三
十
一
日
㈹
　
午

前
八
時
～
正
午
　
錦
町
一
、
錦
町
二
、

春
日
町
一
、
春
日
町
二
、
春
日
町
三
、

高
山
二
、
高
山
三
、
高
山
四
の
各
一

部
　
▼
九
月
七
日
㈹
　
午
前
八
時
～

正
午
　
土
市
二
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
、
箋

渉
渉
2
　
齢

o
真
夏
の
一
番
暑
い
時
期
を
つ
い
て
、

「
全
国
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
　
「
克
雪

利
雪
技
術
全
国
博
覧
会
」
の
準
備
が

刻
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
か

く
、
こ
の
時
期
は
豪
雪
を
忘
れ
が
ち

で
す
が
、
克
雪
対
策
を
煮
詰
め
、
明

日
ヘ
ス
テ
ッ
プ
す
る
場
と
し
て
、
ぜ

ひ
関
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■市勢／世帯数12，381／推計人ロ…48，117人（男23，545人・女24，572人）※基本台帳人口48，638人（8月1日現在）


